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★ 例題その１ 
 
『Narrative に掲載された Charles H. Hinnant 著の論文について、その詳細を知りたい』 

 

ステップ①：検索語（キーワード）の決定 

 

キーワードは必ず英語で入力する必要があります。著者名の場合、「姓名」の順で入力します。 

さらに、キーワードが含まれるフィールドを限定します。 

 

キーワード 限定するフィールド 

Narrative SO（掲載誌から検索） 

Hinnant Charles H AU（著者名から検索） 

 

 

ステップ②：検索式の作成 

 

論理演算子『and, or, not』を用いて、二つのキーワードを掛け合わせます。 

 

『Narrative and Hinnant Charles H』 

= Narrative と Hinnant Charles H の両方を含む文献。 

『Narrative or Hinnant Charles H』 

= Narrative か Hinnant Charles H のどちらかを含む文献。 

『Narrative not Hinnant Charles H』 

= Narrative は含むが Hinnant Charles H は含まない文献。 

 

⇒当然、今回の例題では、『Narrative and Hinnant Charles H』を用います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

論理演算子 



★ 例題その２ 
 
『ジェーン・オースティンの作品と同時代の女性の結婚観について書かれた文献を探したい。』 

 

ステップ①：検索語（キーワード）の決定 

 

キーワードは必ず英語で入力する必要があります。適当な英単語が分からない場合は、和英辞

典などで調べる必要があります。 

 

キーワード＝『ジェーン・オースティン、女性、結婚』⇒ ジェーン・オースティン＝Jane Austen 

                                          女性＝woman（“women”でも可） 

                                          結婚＝marriage 

 

ステップ②：検索式の作成 

 

論理演算子『and, or, not』を用いて、二つのキーワードを掛け合わせます。 

 

『Jane Austen and woman and marriage』= Jane Austen と woman と marriage の全てを含む文

献。 

『Jane Austen or woman 』= Jane Austen と woman のどちらかを含む文献。 

『Jane Austen not woman』= Jane Austen は含むが woman は含まない文献。 

 

⇒当然、今回の例題では、『Jane Austen and woman and marriage』を用います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～以上～ 

 

 

どちらの記入法でも大丈夫です。 


